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【
要
約
】 

 

中
世
神
仏
信
仰
・
中
世
神
道
と
儀
礼
の
研
究
は
、
近
年
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
な
か
で
も
儀
礼
で
読
ま
れ
る
祭
文
や
講
式
と
い
っ
た
文
献
群
は
、
注
目
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
課
題
が
多
い
分
野
で
あ
る
。
と
く
に
神
々
を
〈
本
尊
〉
と
す
る
講
式
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
展
開
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
不
明
な
点
が

多
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
神
祇
講
秘
式
』
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
こ
そ
さ
れ
た
が
、
正
面
か
ら
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
講
式
で
あ
る
。
と
く
に
密
教
系

で
短
文
の
秘
密
式
は
、
講
式
研
究
で
も
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
「
神
祇
」
が
つ
く
『
神
祇
講
秘
式
』
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
神

祇
講
秘
式
』
は
、
講
式
と
祭
文
、
中
世
神
仏
信
仰
の
近
世
的
展
開
、
中
世
神
道
と
修
験
道
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
本
稿
は
、
『
神

祇
講
秘
式
』
の
基
礎
的
考
察
を
行
い
、
類
似
す
る
書
名
を
持
つ
『
神
祇
講
式
』
と
比
較
検
討
す
る
。
つ
づ
い
て
具
体
的
な
儀
礼
に
お
け
る
『
神
祇
講
秘
式
』

の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
は
神
祇
講
式
、
神
祇
講
秘
式
と
い
う
書
名
す
ら
な
く
な
り
、
新
し
い
祭
文
と
し
て
作
り
替
え
ら
れ
、
展
開
し
て
い
く
姿

を
明
ら
か
に
す
る
。 

 
 



星 優也 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

二 

 
─ 103 ─ 

は
じ
め
に 

 
講
式
と
は
、
経
典
を
講
説
す
る
法
会
（
講
経
法
会
。
以
下
、
講
会
）
の
式
次
第
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
法
会
の
次
第
だ
け
で
な
く
、
講
会
で
導
師
が
読

む
式
文
と
、
職
衆
が
唱
え
る
伽
陀
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
講
式
は
法
会
次
第
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
儀
礼
を
再
現
で
き
る
資
料
で
も
あ
る
⑴
。 

 

平
安
中
期
、
比
叡
山
横
川
首
楞
厳
院
で
源
信
を
中
心
に
二
十
五
三
昧
会
が
行
わ
れ
、
や
が
て
『
二
十
五
三
昧
式
』
が
創
ら
れ
た
。
こ
れ
が
講
式
と
し
て
最

初
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
永
観
作
『
往
生
講
式
』
や
真
源
作
『
順
次
往
生
講
式
』
な
ど
、
平
安
浄
土
教
の
展
開
と
と
も
に
講
式
が
作
ら
れ
、
往

生
講
や
阿
弥
陀
講
が
貴
族
社
会
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
平
安
末
期
に
は
、
覚
鑁
に
よ
っ
て
『
愛
染
王
講
式
』
や
『
多
聞
天
講
式
』
、
『
不
動
講
式
』
な
ど
、
明
王

や
天
部
を
〈
本
尊
〉
と
す
る
密
教
の
講
式
が
作
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
講
式
の
展
開
は
鎌
倉
時
代
に
花
開
き
、
貞
慶
は
『
地
蔵
講
式
』
や
『
観
音
講
式
』
、
『
舎
利
講
式
』
な
ど
、
ま
た
明
恵
も
『
四
座
講
式
』
（『
涅
槃

講
式
』・『
十
六
羅
漢
講
式
』・『
遺
跡
講
式
』・『
舎
利
講
式
』）
を
作
る
な
ど
、
講
会
の
〈
本
尊
〉
が
拡
大
す
る
。
そ
こ
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
神
々
の
講
式
が

つ
く
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
貞
慶
と
明
恵
は
春
日
信
仰
の
講
式
を
作
成
し
て
お
り
、
慈
円
も
『
山
王
講
式
』
や
『
十
禅
師
講
式
』
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
『
熱

田
明
神
講
式
』
や
『
八
幡
講
式
』
、
『
荷
田
講
式
』
、
『
天
神
講
式
』
な
ど
が
出
現
し
、
さ
ら
に
は
、
神
の
存
在
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
『
神
祇
講
式
』
が
成

立
し
た
⑵
。 

 

こ
れ
ま
で
講
式
に
つ
い
て
は
、
主
に
文
学
研
究
（
中
世
文
学
・
仏
教
文
学
）
か
ら
進
め
ら
れ
⑶
、
軍
記
物
語
や
仏
教
説
話
と
経
典
を
架
橋
す
る
「
沃
野
」

と
し
て
注
目
さ
れ
た
⑷
。
し
か
し
、
中
心
は
対
句
表
現
が
美
し
い
天
台
の
講
式
で
あ
り
、
真
言
や
神
々
の
講
式
は
触
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
⑸
。 

 

さ
ら
に
講
式
研
究
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
「
秘
式
」「
講
秘
式
」
と
呼
ば
れ
る
秘
密
式
で
あ
る
。
講
式
は
、
基
本
的
に
三
段
か
ら
十
段
で
構
成
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
秘
密
式
は
一
段
で
終
わ
る
短
文
の
講
式
で
あ
る
。
真
言
系
に
多
く
、
伝
空
海
作
や
覚
鑁
作
の
も
の
が
多
い
。
し
か
し
難
解
な
内
容
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
講
式
研
究
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
秘
密
式
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
儀
礼
で
読
ま
れ
た
の
か
、
全
貌
が
見
え
に
く
い
問
題
も
あ
る
。
行
者
の
個
人
祈
祷
用
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
、
そ
の
儀
礼
像
は
導
師
と
職
衆
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
聴
衆
が
い
る
こ
と
も
あ
る
講
経
法
会
と
は
全
く
こ
と
な
る
。 

 

そ
ん
な
な
か
、
唯
一
神
々
の
秘
密
式
に
つ
い
て
、
舩
田
淳
一
が
頼
助
作
『
八
幡
講
秘
式
』
（
弘
安
九
年
〔
一
二
八
六
〕
）
を
分
析
し
た
先
駆
的
な
成
果
が
あ

る
。
舩
田
は
、『
八
幡
講
秘
式
』
の
内
題
に
「
座
不
冷
常
住
」
と
書
か
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
か
つ
て
鶴
岡
八
幡
宮
で
修
さ
れ
た
座
不
冷
本
地
供
と
い
う
儀
礼

で
読
ま
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
⑹
。
こ
の
よ
う
に
、
秘
密
式
は
講
式
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
し
つ
つ
、
講
の
式
次
第
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
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こ
こ
で
『
神
祇
講
秘
式
』
の
伝
本
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
は
、
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。 

 
・
高
野
山
大
学(

特
１
２
／
シ
金
／
２
４)

室
町
時
代 

・
醍
醐
寺(
２
０
７
／
４
５
／
１)

室
町
初
期
以
前 

・
醍
醐
寺(

２
１
０
／
９)

写 

安
政
六
（
一
八
六
〇)

年 

善
海 

・
醍
醐
寺(

２
１
４
／
４)

写 

寛
政
四
（
一
七
九
二)

年 

晃
深 

・
醍
醐
寺(

２
１
４
／
３
４)
写 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

  

ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
に
よ
り
、
醍
醐
寺
に
も
近
世
に
か
け
て
の
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
最
初
の
高
野
山
大
学
本
は
、
分
類

番
号
か
ら
金
剛
三
昧
院
本
で
あ
り
、『
高
野
山
講
式
集
』
の
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
醍
醐
寺
本
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
岡
田
莊
司
が
興
味
深
い
指
摘
を
し
て

い
た
。 

 

本
稿
の
対
象
と
し
た
『
神
祇
講
式
』『
神
祇
講
私
記
』
以
外
の
、
類
似
し
た
書
名
で
あ
る
『
神
祇
講
秘
式
』
が
高
野
山
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
文
の

内
容
は
醍
醐
寺
に
も
「
神
祇
講
式
」
（所
蔵
番
号
二
〇
七―

四
五
）
の
書
名
で
、「
弘
法
大
師
作
」「
謹
敬
白
天
地
神
祇
而
言
。
夫
有
体
者
正
含
心
識
、
有

心
者
必
具
仏
性
、
々
々
法
性
遍
法
界
而
不
二
也
（
以
下
略
）
」
で
始
ま
る
短
文
が
あ
る
。
こ
れ
と
、
流
布
本
の
『
神
祇
講
式
』
と
は
一
致
す
る
字
句
は
殆

ど
な
い
⑿
。 

  

こ
れ
は
「
醍
醐
寺(

２
０
７
／
４
５
／
１)

」
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
『
神
祇
講
秘
式
』
は
『
神
祇
講
式
』
の
書
名
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と

は
、
本
稿
に
関
わ
る
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。「
神
祇
講
式
」
と
称
し
な
が
ら
、「
一
致
す
る
字
句
は
殆
ど
な
い
」
異
貌
の
『
神
祇
講
秘
式
』
が
存
在
す
る
事
実
。

果
た
し
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
れ
ら
以
外
の
伝
本
は
、
前
述
し
た
『
大
神
神
社
史
料
』
に
収
録
さ
れ
る
三
輪
流
神
道
本
で
あ
る
が
、
高
野
山
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
『
か
つ
ら
ぎ
町
天
野
丹
生
家
文
書
目
録
』
（
和
歌
山
県
立
図
書
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
は
、「
祭
祀
・
祈
禱
」
の
項
に
巻
子
本
「
神
祇
講
秘
式
」
（た‐

３
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炭
。
然
者
、
諸
神
等
皆
是
大
日
如
來
分
身
、
隨
宜
利
物
方
便
也
。
埀
跡
萬
邦
、
普
現
色
身
應
用
、
施
化
六
道
。
所
以
、
上
聖
不
離
其
體
、
下
凡
又
即
其

相
也
。
爰
以
、
神
爲
人
父
母
、
人
爲
神
子
孫
。
神
獨
不
貴
、
得
人
法
施
、
増
威
光
。
人
獨
不
安
、
蒙
神
護
持
、
成
悉
地
。
乾
坤
雖
遙
、
運
志
有
驗
。
如

應
響
音
。
神
靈
雖
隱
、
致
信
心
無
空
。
如
順
影
形
。
然
則
、
留
廣
恩
行
者
首
、
拂
恠
危
、
未
然
外
福
智
、
任
弟
子
之
意
、
成
所
望
如
願
。
爰
以
、
知
神

威
光
、
謹
言
。
而
和
光
同
塵
、
結
縁
始
、
八
相
成
道
、
利
物
終
。 

願
以
此
功
徳 

普
及
於
一
切  

我
等
與
衆
生 
皆
具
成
佛
道 

南
無
歸
命
頂
禮
日
本
國
中
大
小
神
祇
倍
増
威
光 

信
心
施
主
現
當
所
願
皆
令
滿
足
。
敬
白
。 

  

こ
こ
で
『
神
祇
講
式
』
と
直
接
関
係
が
あ
る
部
分
は
、
最
後
の
「
願
以
此
功
徳 

普
及
於
一
切 

我
等
與
衆
生 

皆
具
成
佛
道
」
の
廻
向
文
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
『
二
十
五
三
昧
式
』
を
は
じ
め
数
多
く
の
講
式
に
見
え
て
お
り
、
今
日
の
法
会
で
も
よ
く
聞
く
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
廻
向
文
と
南
無
伽
陀
部

分
を
除
き
、
式
文
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
形
式
は
、『
大
神
神
社
史
料
』
所
収
の
『
神
祇
講
秘
式
』
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
三
輪
流
神
道
の
も
の
は
最
後
の
廻
向
文
が
な
く
、
冒
頭

の
「
敬
白
一
切
三
寶
・
大
小
神
祇
而
言
」
の
敬
白
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
か
ら
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
切
の
「
三
宝
」
（
仏
法
僧
）
と
大
小
の
神
祇
（
天
神
地
祇
）
に
向
け
て
敬
白
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、

「
夫
以
」
と
し
て
本
題
に
入
る
。 

 

ま
ず
「
有
体
」
（
形
あ
る
も
の
）
は
精
神
と
物
質
を
持
ち
、「
有
心
」
（心
を
有
す
る
も
の
）
は
仏
の
性
質
を
持
つ
と
す
る
。
そ
の
仏
性
と
悟
り
そ
の
も
の
で

あ
る
法
性
は
、
全
宇
宙
に
お
い
て
分
か
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
自
身
も
他
者
も
一
つ
に
し
て
平
等
で
あ
り
、
天
地
す
べ
て
に
仏
性
が
あ
る
と
説
く
。 

 

「
神
祇
」
の
秘
密
式
と
し
て
見
逃
せ
な
い
こ
と
は
、「
諸
神
等
皆
是
大
日
如
來
分
身
、
隨
宜
利
物
方
便
也
。
埀
跡
萬
邦
、
普
現
色
身
應
用
、
施
化
六
道
」
と

す
る
部
分
で
あ
る
。『
神
祇
講
秘
式
』
で
は
、
大
日
如
来
が
特
に
「
六
趣
塗
炭
」
（
六
道
の
苦
し
み
）
を
視
て
お
り
、「
然
者
」
と
し
て
神
々
は
す
べ
て
大
日
如

来
の
「
分
身
」
す
な
わ
ち
、
仏
が
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
形
を
変
え
て
現
れ
た
存
在
で
あ
り
、
衆
生
の
程
度
に
応
じ
て
救
済
を
講
じ
て
い
る
の
だ
と
す
る
。

そ
し
て
「
万
邦
に
跡
を
垂
れ
、
普
現
色
身
応
用
す
」
と
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
垂
迹
し
て
現
れ
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と
述
べ
る
。
三
輪
流
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神
道
の
も
の
に
は
、「
施
化
六
道
」
の
あ
と
に
「
等
ク

利
玉
フ

二

一
切
ノ

群
生
ヲ

一

」
と
い
う
一
文
が
入
る
。
六
道
世
界
に
お
い
て
多
く
の
人
々
を
救
済
す
る
意
味
に

な
り
、
対
句
的
に
相
応
し
い
。
三
輪
流
の
も
の
は
現
行
本
を
補
完
で
き
る
。 

 
神
為
人
父
母
、 

人
為
神
子
孫
。 

神
独
不
貴
、
得
人
法
施
、
増
威
光
。 

人
独
不
安
、
蒙
神
護
持
、
成
悉
地
。 

  

続
く
こ
の
箇
所
に
は
、
神
と
人
の
関
係
が
説
か
れ
る
。
神
は
人
の
父
母
と
な
り
、
人
は
神
の
子
孫
で
あ
る
。
神
は
単
独
で
貴
い
存
在
に
な
れ
ず
、
人
に
よ

る
神
前
読
経
な
ど
の
供
養
に
よ
っ
て
、
そ
の
威
光
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
人
も
独
り
で
は
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
神
の
護
持
を
被
る
こ
と
で

悟
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
『
神
祇
講
秘
式
』
は
、
大
日
如
来
が
姿
を
変
え
た
存
在
と
し
て
の
「
神
祇
」
が
、
常
に
衆
生
を
救
済
す
る
働
き
を
行
う
こ
と
を
説
く
。
そ
し

て
最
後
の
「
和
光
同
塵
、
結
縁
始
、
八
相
成
道
、
利
物
終
」
す
な
わ
ち
、
仏
が
衆
生
の
程
度
に
応
じ
て
姿
を
変
え
る
「
和
光
同
塵
」
は
救
済
の
始
ま
り
で
あ

り
、
悟
り
に
至
る
こ
と
は
そ
の
終
わ
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
世
の
本
地
垂
迹
信
仰
で
頻
出
す
る
言
葉
で
、『
神
祇
講
式
』
に
も
見
え
る
。 

 

『
神
祇
講
秘
式
』
の
注
釈
的
研
究
は
今
後
課
題
で
あ
り
、
本
稿
は
要
点
を
述
べ
た
に
と
ど
め
た
が
、
大
日
如
来
の
「
分
身
」
と
し
て
神
々
が
衆
生
救
済
を

働
く
こ
と
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。『
神
祇
講
式
』
と
は
名
前
が
類
似
し
、
い
く
つ
か
共
通
点
も
あ
る
が
、
神
々
の
救
済
に
関
連
し
て
違
い
が
見
え
る
。 

 

あ
ら
た
め
て
『
神
祇
講
式
』
と
は
、「
神
祇
」
を
〈
本
尊
〉
と
す
る
講
式
で
あ
り
、
解
脱
房
貞
慶
の
作
と
伝
承
し
て
い
る
。「
讃
諸
神
本
地
」「
述
垂
迹
利
益
」

「
廻
向
発
願
」
の
三
段
構
成
で
、
一
段
式
で
あ
る
『
神
祇
講
秘
式
』
と
は
規
模
が
異
な
る
。
し
か
し
異
な
る
の
は
ほ
か
に
も
あ
る
。 

 

ま
ず
神
々
に
つ
い
て
、
『
神
祇
講
秘
式
』
は
「
大
小
神
祇
」「
諸
神
」
と
す
る
が
、
『
神
祇
講
式
』
で
は
「
神
冥
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
表
現
で
貫
徹
さ

れ
る
。
「
神
冥
」
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
述
し
た
が
⒁
、
構
成
か
ら
「
神
祇
」「
尊
神
」
に
対
し
て
「
冥
道
」
で
あ
り
、
「
神
祇
冥
道
」
「
神
祇
冥
衆
」
を
意
味

し
、
第
三
段
「
廻
向
発
願
」
で
は
、
閻
魔
王
や
泰
山
府
君
な
ど
冥
府
の
神
々
も
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
神
祇
講
秘
式
』
に
は
、
冥
府
の
神
々

や
「
神
冥
」
の
記
述
は
な
い
。
こ
の
点
だ
け
で
も
両
書
は
異
な
る
。 
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或
神
祇
講
式 

神
祇
講
式 

先
惣
礼 

諸
佛
救
世
者 

 

住
於
大
神
通 

爲
悦
衆
生
故 

 

現
無
量
神
力 

夫
以
、
有
躰
者
正
含
心
識
、
有
心
者
必
具
佛
性
、
佛
性
法
性
通
法
界
而
不 

土 

也
、
自
心
他
心
又
一
如
平
等
也
、
日
天
日
地
、
佛
性
其
躰
、
一
云
内
云

外
、
忘
心
之
別
執
也
、
悟
之
者
、
常
遊
五
智
臺
、
迷
之
者
、
恒
沈
三
界
泥
、
大
日
如
来
、
獨
鍳
三
昧
之
妙
處
、
覩
六
趣
之
塗
灰
矣
、
然
諸
神
等
皆
是
大

日
如
来
分
身
、
随
喜
利
物
方
便
也
、
垂
跡
於
万
巷
、
施
化
於
六
道
、
上
聖
不
離
其
躰
、
下
凢
亦
其
躰
也
、
以
茲
、
神
為
人
為
父
母
、
人
為
神
子
息
、
神

獨
不
楽
、
依
人
法
施
、
増
威
光
、
人
獨
不
楽
、
蒙
神
護
持
、
成
悉
地
、
依
之
神
護
人
、
人
仰
神
、
乾
坤
雖
遥
、
運
志
有
験
、
如
響
應
聲
、
神
霊
雖
為
陰
、

致
信
有
威
如
影
随
形
、
然
則
、
留
廣
恩
於
行
者
、
恠
拂
禍
厄
於
未
然
外
福
智
、
任
〔
某
申
〕
心
、
令
成
就
所
望
於
意
楽
中
、
是
以
、
為
事
効
知
神
威
光
、

謹
敬
自
乃
至
法
界
平
等
利
益 

願
以
此
功
徳
等
云
々 

 

四
弘
誓
願 

大
織
冠
御
作
弘
法
大
師
夢
想
傳
云
々 

（
私
に
読
点
を
付
け
た
） 

  

「
諸
神
祇
印
」
と
し
て
智
拳
印
が
結
ば
れ
、
三
身
得
印
と
し
て
五
鈷
印
を
結
ぶ
次
第
の
あ
と
、「
唇
」
と
し
て
「
神
明
無
外
恭
敬
忽
顕
祭
席
有
無
非
遠
勤
行

即
在
胸
中
」
が
唱
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
半
部
分
は
『
神
祇
講
式
』
啓
白
文
に
み
え
る
「
神
冥
無
于
外
、
恭
敬
則
顕
祭
席
」
か
ら
来
て
い
る
。『
神
祇
講
式
』

の
表
現
で
あ
る
「
神
冥
」
が
「
神
明
」
に
、「
則
」
が
「
忽
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
有
無
非
遠
勤
行
即
在
胸
中
」
は
、
つ
づ
く
「
浄
土
非
于
遥
、
勤

行
則
在
於
道
場
」
と
の
関
連
が
窺
え
る
。『
神
祇
講
式
』
で
は
、「
浄
土
」
は
遠
い
場
所
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
勤
行
す
れ
ば
道
場
に
現
れ
る
こ
と
を
説
く
が
、

『
神
祇
講
秘
式
』
は
、
勤
行
す
れ
ば
神
明
が
胸
中
に
あ
る
と
す
る
。
「
冥
」
や
「
浄
土
」
と
い
っ
た
用
語
は
消
え
て
い
る
。
『
神
祇
講
式
』
の
言
葉
に
基
づ
き

つ
つ
、
独
自
の
表
現
を
作
る
場
が
見
え
て
こ
よ
う
。 

 

つ
づ
く
「
神
楽
大
事
」
で
八
乙
女
と
神
楽
男
を
見
立
て
、
八
葉
印
、
五
鈷
印
を
結
び
観
想
す
る
。
や
が
て
中
臣
祓
か
六
根
清
浄
祓
を
読
む
が
、
見
逃
せ
な

（
マ
マ
） 
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い
の
は
、「
或
」
は
と
し
て
神
祇
講
式
を
読
む
こ
と
だ
。
し
か
し
、
こ
の
神
祇
講
式
は
『
神
祇
講
秘
式
』
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
岡
田
莊
司
は
醍
醐
寺

に
神
祇
講
式
と
称
し
つ
つ
、
内
容
は
『
神
祇
講
秘
式
』
と
い
う
伝
本
を
紹
介
し
た
。
多
武
峰
の
記
述
は
、
一
部
字
句
が
異
な
る
が
、
神
祇
講
式
と
い
う
名
の

『
神
祇
講
秘
式
』
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
冒
頭
の
「
惣
礼
」
だ
が
、『
神
祇
講
式
』
の
惣
礼
伽
陀
「
我
此
道
場
如
帝
珠
・
十
方
諸
神
影
現
中
・
我
身
影
現
神
祇
前
・
頭
面
接
足

帰
命
礼
」
で
は
な
く
「
諸
佛
救
世
者
・
住
於
大
神
通
・
為
悦
衆
生
故
・
現
無
量
神
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
神
祇
講
式
』
第
二
段
の
伽
陀
だ
。
ま
た
、
途
中

で
〔
某
甲
〕
と
願
主
の
名
前
が
入
る
な
ど
、『
神
祇
講
秘
式
』
の
具
体
的
な
儀
礼
の
在
り
方
が
垣
間
見
え
る
。 

 

興
味
深
い
記
述
が
最
後
に
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
引
用
し
よ
う
（
私
に
読
点
を
つ
け
た
）
。 

 

大
織
冠
御
作
、
弘
法
大
師
夢
想
傳
云
々 

  

こ
れ
は
多
武
峰
の
「
神
祇
講
式
」
（『
神
祇
講
秘
式
』
）
は
、
大
織
冠
す
な
わ
ち
藤
原
（
中
臣
）
鎌
足
が
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
多
武
峰
妙
楽
寺
は
鎌
足
（
談

山
権
現
）
を
祀
っ
て
お
り
、
中
世
末
期
に
は
『
談
山
権
現
講
式
』
も
作
成
さ
れ
て
い
る
⒂
。
こ
の
伝
承
は
、
よ
り
談
山
信
仰
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か

る
。
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
弘
法
大
師
夢
想
傳
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
大
織
冠
鎌
足
が
作
成
し
、
弘
法
大
師
空
海
が
夢
想
を
感
得
し
、
伝
授
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
多
武
峰
の
神
祇
講
式
は
、
厳
密
に
は
大
織
冠
鎌
足
自
ら
が
作
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
講
式
の
仮
託
記
事
の
問
題
と
し
て
見
逃
せ
な
い
。「
大
織
冠
」
か
ら
と
い
う
点
は
談
山
信
仰
の
背
景
が
う
か
が
え
る
が
、
中
世
後
期
の
多
武
峰
に
お

い
て
神
祇
講
式
（
『
神
祇
講
秘
式
』
）
は
、
主
祭
神
が
宗
教
者
に
啓
示
し
た
講
式
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
つ
の
可
能
性
で
あ
る
が
、
今
日

伝
わ
る
『
神
祇
講
秘
式
』
の
空
海
作
や
『
神
祇
講
式
』
の
貞
慶
作
と
い
う
作
者
像
は
、「
夢
想
」
な
ど
何
ら
か
の
宗
教
体
験
を
通
し
て
感
得
し
た
も
の
も
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事
実
と
し
て
中
世
神
道
書
に
は
、
『
麗
気
記
』
の
よ
う
に
醍
醐
天
皇
が
天
女
か
ら
啓
示
を
得
た
と
す
る
も
の
が
あ
り
、「
偽
書
」
の
作

成
と
宗
教
実
践
が
密
接
で
あ
る
こ
と
は
、
近
年
の
中
世
神
道
研
究
に
よ
っ
て
具
体
像
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
⒃
。 

 

多
武
峰
の
遷
宮
儀
礼
は
近
世
初
期
の
も
の
で
、
ど
こ
ま
で
古
く
遡
れ
る
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
期
に
『
神
祇
講
秘
式
』
を
読
ん
だ
儀
礼
が
確
か
に

存
在
す
る
。
浄
土
宗
の
儀
礼
で
あ
る
。 
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(２)
増
上
寺
「
三
段
式
」
の
儀
礼
世
界 

 
増
上
寺
は
、
現
在
東
京
都
港
区
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
。
正
月
元
旦
の
年
中
行
事
に
「
三
段
式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
現
在
も
大
殿
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
段
式
は
、
正
式
名
称
を
「
正
月
祝
坐
中
之
法
式
」
と
い
い
、
講
式
を
読
む
儀
礼
で
あ
る
。 

 

浄
土
宗
の
講
式
と
い
え
ば
、
隆
寛
作
『
知
恩
講
私
記
』
が
有
名
で
あ
る
が
、
増
上
寺
で
は
『
附
法
講
略
式
』『
神
祇
講
式
』『
熊
野
略
式
』
の
三
種
を
読
ん

で
い
る
。
浄
土
宗
寺
院
で
神
々
の
講
式
、
そ
れ
も
「
神
祇
講
式
」
が
読
ま
れ
る
こ
と
自
体
驚
き
で
あ
る
。 

 

現
在
、
増
上
寺
二
二
世
暁
誉
位
産
が
記
し
た
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
『
正
月
祝
坐
中
之
法
式
』
お
よ
び
『
熊
野
之
三
段
式
』
が
伝
わ
り
、
倉
昭
順
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
⒄
。
慶
安
三
年
本
の
次
第
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
「
附
法
講
略
式
」
「
熊
野
略
式
」
本
文
は
割
愛
。
構
成
部
分
を
示
し
、
本

文
を
翻
刻
し
た
）
。 

 

「
附
法
講
略
式
」 

惣
礼
（
十
方
恒
沙
佛 

六
道
照
知
我 

今
乗
三
尊
教 

廣
開
浄
土
門
） 

式
文
（
一
段
式
） 

伽
陀
（
自
信
教
人
信 

難
中
轉
更
難 

大
悲
傳
普
化 
真
成
報
佛
恩
） 

南
無
三
国
伝
来
浄
土
仏
通
諸
大
祖
師
／
南
無
開
山
代
々
報
恩
謝
徳
／
南
無
自
他
法
界
平
等
利
益 

・
十
四
行
偈
一
巻 

「
神
祇
講
式
」 

惣
礼
（
我
此
道
場
如
帝
珠 

十
方
諸
神
影
現
中 

我
身
影
現
神
祇
前 
頭
面
摂
足
帰
命
礼
） 

式
文
（
一
段
式
） 

伽
陀
礼
文
（
和
光
同
塵
結
縁
始 

八
相
成
道
利
物
終
） 

・
心
経
三
巻 

・
廻
向 

南
無
日
本
国
中
大
小
神
祇
佛
神
法
楽
／
南
無
伽
藍
安
全
興
隆
仏
法
衆
僧
和
合
／
南
無
自
他
法
界
平
等
利
益 



星 優也 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

一二 

 
─ 93 ─ 

所
修
功
徳
廻
向 

三
宝
境
界
廻
向 

金
輪
聖
王
天
長
地
久
御
願
円
満
廻
向 

当
寺
繁
昌
衆
僧
和
合
興
隆
仏
法
廻
向 

当
寺
檀
那
家
内
安
穏
廻
向 

当
所
人
民
快
楽
廻
向
自
他
法
界
平
等
利
益 

我
等
与
衆
生 

皆
共
成
仏
道 

「
熊
野
略
式
」
（
惣
礼
如
上
） 

式
文
（
一
段
式
） 

心
経
三
巻 

伽
陀
礼
文
（
廻
向
如
上
） 

南
無
熊
野
三
所
権
現
王
子
眷
属
威
光
倍
増 

  

こ
こ
で
の
式
文
は
す
べ
て
一
段
式
で
あ
り
、「
略
式
」
の
名
前
か
ら
も
わ
か
る
。
増
上
寺
の
神
祇
講
式
本
文
を
翻
刻
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
私
に
読

点
を
付
け
た
） 

 

敬
白
、
夫
以
、
有
躰
者
正
含
心
識
、
有
心
者
必
具
佛
性
云

云

、
法
性
法
界
遍
而
不
二
ナ
リ

也
、
自
身
他
身
モ

亦
一
如
平
等
也
、
謂
天
謂
地
眞
佛
惣
躰
ナ
リ

、
謂

内
謂
外
、
忘
心
之
別
執
也
、
悟
之
者
、
常
遊
五
智
臺
、
迷
之
者
、
鎮
沈
三
界
泥
、
大
日
如
来
、
獨
鍳
三
昧
之
妙
處
、
殊
見
六
趣
之
塗
塵
、
然
諸
神
等
皆

是
大
日
如
来
分
身
、
随
機
利
物
方
便
也
、
垂
跡
於
万
邦
、
普
賢
色
心
応
用
、
施
化
於
六
道
、
是
故
、
上
聖
不
離
其
躰
、
下
凡
亦
則
其
躰
、
爰
以
神
為
人

之
父
母
、
人
亦
為
神
子
息
、
神
獨
不
尊
、
人
待
法
施
増
威
光
、
人
獨
不
楽
、
蒙
神
護
持
、
成
悉
地
、
神
乾
坤
雖
遥
、
運
志
有
験
、
如
響
應
音
、
神
霊
雖

隠
、
致
信
無
虚
、
如
影
随
形
、
然
則
、
留
廣
恩
於
行
者
、
頭
拂
禍
厄
、
未
然
外
福
智
、
弟
子
意
、
成
所
望
意
楽
、
内
證
謹
敬
白 
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『
神
祇
通
用
之
祭
文
』
は
、『
弘
法
大
師
全
集
（
旧
版
）
』
八
巻
に
収
録
さ
れ
る
空
海
仮
託
書
の
一
つ
で
あ
る
。
以
下
、
短
文
な
の
で
引
用
し
よ
う
。 

 

供
酒
供
香
華 

敬
白
天
神
地
祇
而
言
。
夫
有
體
者
含
心
識
。
有
心
者
必
具
佛
性
。
佛
性
遍
法
界
而
不
二
也
。
自
身
他
身
全
一
如
平
等
也
。
曰
天
曰
地
、
真
佛
性
惣
體
也
。

謂
内
謂
外
、
心
別
執
也
。
悟
之
、
常
遊
五
智
蓮
臺
、
迷
之
者
、
常
沈
三
途
土
泥
。
大
日
如
來
、
獨
鑒
三
昧
妙
證
、
見
六
趣
塗
炭
。
故
、
諸
神
等
是
大
日

如
來
化
現
、
為
衆
生
済
度
、
埀
跡
萬
邦
、
化
令
施
六
道
。
爰
以
、
神
爲
人
父
母
、
人
爲
神
子
孫
。
神
獨
不
尊
、
以
人
法
施
、
増
威
光
。
人
獨
不
楽
、
蒙

神
擁
護
、
成
悉
地
。
乾
坤
雖
遙
奉
運
志
、
如
随
影
形
。
雖
隠
神
霊
、
於
信
無
空
、
如
応
響
聲
、
爾
〔
護
持
某
甲
〕
任
意
致
祈
念
、
念
成
所
望
、
意
楽
内
、

諸
災
令
拂
未
念
外
、
謹
請
再
拝
再
拝
。 

次
心
経
三
巻 

次
諸
神
真
言 

オ
ン
・
ロ
キ
ャ
ロ
キ
ャ
・
キ
ャ
ラ
ヤ
・
ソ
ワ
カ
（
梵
字
） 

毎
日
法
施
以
上
畢 

  

全
文
引
用
し
た
が
、
全
体
的
に
ほ
ぼ
『
神
祇
講
秘
式
』
の
記
述
に
基
づ
き
、
短
縮
し
つ
つ
一
部
改
編
し
て
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
後
半
は
「
諸
災
令
拂
未
念

外
」
を
祈
る
な
ど
独
自
な
記
述
と
な
る
。
こ
の
後
に
『
般
若
心
経
』
と
諸
神
の
真
言
、
ま
た
天
部
神
の
全
て
に
対
す
る
諸
天
総
呪
の
真
言
が
唱
え
ら
れ
る
。 

 

高
野
山
の
神
祇
祭
祀
に
お
け
る
使
用
は
、
現
状
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
「
神
祇
通
用
」
と
神
祇
全
般
に
通
じ
る
も
の
と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
毎
日
法
施
」

と
あ
る
よ
う
に
、
高
野
山
に
お
け
る
日
々
の
神
祇
祭
祀
で
よ
く
使
わ
れ
た
祭
文
と
い
え
よ
う
。
恐
ら
く
酒
と
香
華
を
供
え
、
こ
の
祭
文
が
読
誦
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、
も
は
や
秘
密
式
の
よ
う
な
講
式
で
は
な
く
、
祭
文
に
作
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。 

 

近
年
、
祭
文
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
中
世
的
な
信
仰
世
界
を
継
承
し
た
、
中
世
後
期
や
近
世
期
の
祈
祷
や
神
楽
で
使
用
さ
れ
る
祭
文
は
注
目
さ

れ
て
い
る
。
祭
文
研
究
で
は
、
講
式
は
筆
者
が
『
神
祇
講
式
』
の
神
楽
祭
文
へ
の
展
開
を
論
じ
た
以
外
、
ほ
と
ん
ど
視
野
に
は
い
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
講
式

研
究
で
も
祭
文
は
別
ジ
ャ
ン
ル
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、『
神
祇
講
秘
式
』
と
表
現
が
類
似
・
一
致
す
る
『
神
祇
通
用
祭
文
』
の
存
在
は
、
近
世
期

に
は
講
式
と
祭
文
が
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
今
後
の
祭
文
や
講
式
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
る
展
望
が
み

え
よ
う
。 
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さ
ら
に
『
神
祇
通
用
祭
文
』
は
展
開
す
る
。
こ
れ
は
修
験
道
に
お
い
て
も
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 
(２)
中
世
神
道
か
ら
近
世
修
験
道
へ 

 

近
世
の
修
験
道
当
山
派
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
が
『
神
祇
通
用
之
祭
立
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
『
神
祇
通
用
祭
文
』
と
ほ
ぼ

同
文
な
の
だ
。
修
験
道
当
山
派
の
『
修
験
深
秘
行
法
符
咒
集
』
巻
五
（『
修
験
道
章
疏
』
三
巻
『
日
本
大
蔵
経
』
九
四
巻
）
か
ら
引
用
し
よ
う
。 

 

百
七
十
九 

神
祇
通
用
之
祭
立 

上
酒
御
供
香
華
弘
法
大
師
御
作 

先
護
身
法
。 

 

次
錫
杖
。 

敬
白
二

天
神
地
神
一

言
。
夫
レ

有
レ

體
者
ハ

含
二

心
識
一

。
有
レ

心
者
ハ

皆
具
二

佛
性
一

。
自
身
他
身
全
ク

一
如
ニ
シ
テ

平
等
。
謂
レ

天
曰
レ
ハ

地
眞
佛
之
總
體
也
。
謂
レ

内
曰
レ
フ
ハ

外
妄
心
之
別
執
也
。
悟
レ

之
者
常
遊
二

五
智
ノ

臺
一

。
迷
レ

之
者
、
常
沈
二

三
途
ノ

土
泥
一

。
大
日
如
來
獨
鑒
二

三
昧
證
一

。
見
玉
フ

二

六
趣
ノ

塗
炭
一

。
故

諸
神
等
是
大
日
如
來
化
現
、
為
二

衆
生
済
度
一

埀
二
レ
テ

跡
萬
方
一

令
レ

施
二

化
六
道
一

。
爰
以
神
ハ

爲
二
タ
リ

人
父
母
一

、
人
爲
二

神
ノ

子
孫
一

。
神
獨
不
レ

尊
、
待
二

人
ノ

法
施
一

、
増
二
ス

威
光
一

。
人
獨
不
レ

楽
、
蒙
二

神
擁
護
一

、
成
二

悉
地
一

。
乾
坤
雖
レ

遙
奉
レ

運
二

於
歩
一

如
随
一
レ

影
形
隠
神
霊
雖
レ

隠
、
致
二
セ
ハ

於
信
一

如
二

響
應
一
レ

聲
。
爾
而
〔
護
持
／
弟
子
施
主
〕
任
意
致
二
セ
ハ

祈
念
一

成
二
シ

所
望
ヲ

于
意
楽
ノ
内
ニ
一

、
諸
災
ヲ
令
拂
未
念
ノ

外
一

誇
二

陶
朱
猗
頓
之
榮
一

。
乃
至
法

界
平
等
利
益
。
敬
白
ス

。
謹
請
再
拝
再
拝
。 

次
心
経 

次
諸
神
真
言 

オ
ン
・
ロ
キ
ャ
ロ
キ
ャ
・
キ
ャ
ラ
ヤ
・
ソ
ワ
カ
（
梵
字
） 

毎
日
法
施
以
上
畢 

  

返
り
点
が
付
さ
れ
て
い
る
以
外
は
『
神
祇
通
用
之
祭
文
』
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
弘
法
大
師
御
作
」
と
明
記
さ
れ
、
修
験
道
儀
礼
と
し
て
九
字
の
護
身
法
と

『
錫
杖
経
』
の
読
誦
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
と
、
も
は
や
『
神
祇
講
式
』
の
痕
跡
す
ら
な
い
。『
神
祇
講
式
』
と
は
別
の
神
祭
祀
の
祭

文
と
し
て
展
開
し
て
お
り
、『
神
祇
講
式
』
と
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
神
祇
通
用
之
祭
立
』
を
収
録
す
る
『
修
験
深
秘
行
法
符
咒
集
』
巻
三
に

は
、「
神
祇
講
式
法
」
な
る
も
の
が
あ
る
。 
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百
十
一
神
祇
講
式
法 

先
護
身
法
如
常 

不
動
火
界
印
。 

火
界
咒 

八
葉
印
。
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
バ
ザ
ラ
ダ
ト
バ
ン
（
梵
） 

 

誦
納 

内
縛
ニ

シ
メ
中
指
立
合
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
（
梵
）
急
急
如
律
令 

  

全
く
『
神
祇
講
式
』
の
本
文
を
読
む
よ
う
な
箇
所
は
な
い
。
近
世
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、『
神
祇
講
式
』
は
修
験
道
書
と
し
て
読
ま
れ
た
と
き
、
講
式

本
文
を
読
誦
す
る
よ
り
も
、
神
祇
講
式
と
い
う
名
前
が
一
つ
の
権
威
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
ま
で
見
た
『
神
祇
講
秘
式
』
か
ら
『
神
祇
通
用
之
祭

文
』
、
そ
し
て
『
神
祇
通
用
之
祭
立
』
も
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
創
ら
れ
た
祭
文
で
あ
っ
た
。
一
方
『
神
祇
講
式
』
も
名
前
の
み
留
め
、
不
動
火
界
印
と
八
葉
印

に
よ
る
新
し
い
儀
礼
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
か
つ
て
、
貞
慶
作
と
伝
わ
る
『
神
祇
講
式
』
の
書
物
そ
の
も
の
が
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
法
印
や
法
者
な
ど
に
よ

る
神
楽
祭
文
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
。
し
か
し
、「
神
祇
講
式
」
と
い
う
名
前
が
権
威
を
持
ち
、
全
く
新
し
い
祭
文
テ
キ
ス
ト
が
生
成
さ
れ
る
こ

と
が
、『
神
祇
講
秘
式
』
の
展
開
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

か
つ
て
『
日
本
書
紀
』
を
意
味
す
る
「
日
本
紀
」
と
い
う
言
葉
が
、
古
代
や
起
源
を
意
味
す
る
記
号
と
し
て
使
わ
れ
、「
日
本
紀
」
（「
日
本
記
」）
に
仮
託

す
る
運
動
を
中
世
日
本
紀
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
⒅
。 

 

神
祇
講
式
と
い
う
書
名
も
同
様
に
、
神
祭
祀
の
「
日
本
紀
」
と
し
て
理
解
さ
れ
、
神
祇
講
式
の
名
で
新
し
い
神
祇
祭
文
が
創
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
「
弘
法
大
師
作
」
で
あ
り
、
大
日
如
来
の
「
分
身
」
と
し
て
神
々
全
て
を
位
置
づ
け
た
突
出
的
な
『
神
祇
講
秘
式
』
は
、「
至
極
ノ
式
」
と
し
つ
つ
も
相

伝
を
経
て
広
が
り
、
多
武
峰
の
遷
宮
作
法
や
増
上
寺
の
講
会
、
さ
ら
に
高
野
山
や
修
験
道
の
神
祭
で
使
わ
れ
て
い
っ
た
。
や
が
て
神
祇
講
式
と
い
う
名
称
も

な
く
な
り
、
独
立
し
た
祭
文
と
し
て
展
開
し
た
。 

 

以
上
ま
と
め
る
と
、『
神
祇
講
秘
式
』
は
『
神
祇
講
式
』
か
ら
も
離
れ
、
独
立
し
た
神
勧
請
の
祭
文
と
し
て
当
山
派
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
『
神
祇
講
式
』

は
展
開
す
る
な
か
で
秘
密
式
を
生
み
出
し
、
や
が
て
真
言
宗
の
神
祭
祭
文
、
そ
し
て
修
験
の
神
祭
祭
文
へ
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。 

 

神
祇
講
式
の
名
を
冠
し
つ
つ
、
一
部
を
取
り
込
ん
で
秘
密
式
と
な
っ
た
『
神
祇
講
秘
式
』
と
、『
神
祇
講
秘
式
』
を
講
式
と
い
う
性
格
か
ら
祭
文
へ
と
変
容
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さ
せ
た
『
神
祇
通
用
之
祭
文
』
。
さ
ら
に
近
世
以
降
、
修
験
の
神
祭
祭
文
と
し
て
読
ま
れ
た
『
神
祇
通
用
之
祭
立
』
。
以
上
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
講
式
と
祭

文
の
関
係
に
つ
い
て
、
講
式→

秘
密
式→

祭
文
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
れ
は
展
望
に
と
ど
め
よ
う
。 

 
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
神
楽
や
神
舞
の
祭
文
に
変
容
し
た
『
神
祇
講
式
』
の
事
例
と
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ま
で
そ
の
関
係
が
不
明
で
あ
っ
た
中
世
神
道
と
近

世
修
験
道
の
関
係
が
、
三
輪
流
神
道
や
当
山
派
修
験
道
、
そ
し
て
神
楽
や
祈
祷
と
い
っ
た
側
か
ら
、
そ
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
本
稿
は
『
神
祇
講
秘
式
』
の
流
布
と
展
開
を
中
心
に
、
ま
だ
不
明
な
講
式
と
祭
文
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

①
西
天
／
東
土
と
い
う
仏
教
的
世
界
や
本
地
垂
迹
の
体
系
を
説
明
す
る
『
神
祇
講
式
』
に
対
し
、
す
べ
て
は
大
日
如
来
に
通
じ
る
と
い
う
神
学
を
『
神
祇
講

秘
式
』
は
生
み
出
し
て
い
た
。 

②
多
武
峰
の
遷
宮
作
法
に
お
い
て
、
神
祇
講
式
の
名
称
で
『
神
祇
講
秘
式
』
が
読
ま
れ
て
い
た
。 

③
増
上
寺
の
正
月
講
会
に
お
い
て
、『
神
祇
講
秘
式
』
は
神
祇
講
式
（「
神
祇
講
略
式
」
）
と
し
て
読
ま
れ
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
。 

④
近
世
高
野
山
で
は
、
『
神
祇
講
秘
式
』
は
『
神
祇
通
用
之
祭
文
』
と
い
う
独
立
し
た
祭
文
に
組
み
替
え
ら
れ
、
や
が
て
近
世
修
験
道
当
山
派
に
お
い
て
、

神
祭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

⑤
神
楽
祭
文
の
事
例
も
関
連
さ
せ
、
講
式
か
ら
秘
密
式
、
祭
文
と
い
う
展
開
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
『
神
祇
講
式
』
と
『
神
祇
講
秘
式
』
の
問
題
は
、
中
世

神
道
と
近
世
修
験
道
の
関
係
に
つ
い
て
、
今
後
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
。 

 

秘
密
式
を
は
じ
め
、
真
言
密
教
の
講
式
は
基
礎
調
査
か
ら
課
題
で
あ
り
、
本
稿
で
は
十
分
に
踏
み
込
め
な
か
っ
た
が
、
式
文
の
注
釈
的
研
究
か
ら
教
学
や

思
想
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
分
析
は
必
要
で
あ
る
。 

 

か
つ
て
講
式
は
失
わ
れ
た
儀
礼
と
し
て
見
な
さ
れ
た
が
、
地
域
の
祭
文
や
修
験
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
さ
ら
な
る
宗
教
文
化
史
像
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
書
物
や
表
象
の
解
釈
か
ら
描
く
、
宗
教
的
・
文
化
的
実
践
の
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。 
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注 ⑴
講
式
の
基
本
的
な
情
報
は
、
山
田
昭
全
「
講
式
と
は
何
か
」
（『
講
会
の
文
学
』〈
山
田
昭
全
著
作
集
１
〉
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は
『
大
法
輪
』
第
五
〇
巻
一
二
号
・

第
五
一
巻
一
号
、
二
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
～
一
九
八
四
年
一
月
、
二
月
）
、
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
中
世
文
学
に
お
け
る
講
式
の
意
義
」
（『
国
際
日
本
文
学
研

究
集
会
会
議
録
』
第
一
七
回
、
一
九
九
三
年
）
、
同
「
講
式
と
は
何
か
」
（
二
松
學
舍
大
学
『
声
明
資
料
集
』〈
日
本
漢
文
資
料
・
楽
書
篇
〉
二
〇
〇
六
年
）
、
同
「
法
会
と
講

式―

南
都
・
北
嶺
の
講
式
を
中
心
と
し
て
」
（
楠
淳
證
編
『
南
都
学
・
北
嶺
学
の
世
界
』
〈
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
〉
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。 

⑵
岡
田
莊
司
「
『
神
祇
講
式
』
の
基
礎
的
考
察
」
（『
大
倉
山
論
集
』
第
四
七
輯
、
二
〇
〇
一
年
）
、
佐
藤
眞
人
「
貞
慶
『
神
祇
講
式
』
と
中
世
神
道
説
」
（『
東
洋
の
宗
教
と
思
想
』

第
一
八
號
、
二
〇
〇
一
年
）
、
星
優
也
「
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
」
（『
鷹
陵
史
学
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
六
年
）
。 

⑶
講
式
研
究
は
、
早
く
に
筑
土
鈴
寛
「
講
式
の
歴
史
的
考
察
」
（『
宗
教
芸
文
の
研
究
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
八
年
、
初
出
は
『
現
代
仏
教
』
第
二
七
号
、
一
九
二
六
年
）
が

先
鞭
を
つ
け
、
以
降
は
山
田
昭
全
、
清
水
宥
聖
、
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
へ
と
研
究
が
展
開
し
た
。
近
年
は
仏
教
学
か
ら
楠
淳
證
に
よ
り
貞
慶
の
講
式
に
つ
い
て
分
析

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
楠
淳
證
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究 

仏
道
篇
』
（
法
藏
館
、
二
〇
一
九
年
）
、
同
「
貞
慶
の
浄
土
信
仰
と
仏
道―

講
式
を
中
心
と
し
て
」

（『
仏
教
文
学
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
。 

⑷
山
田
昭
全
「
講
式
と
中
世
文
学
」
（
前
掲
『
講
会
の
文
学
』
所
収
、
初
出
は
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
一
巻
六
号
、
一
九
八
六
年
）
。 

⑸
密
教
の
講
式
に
関
し
て
は
、
覚
鑁
の
講
式
に
つ
い
て
、
布
施
浄
慧
「
興
教
大
師
の
講
式
」
（『
現
代
密
教
』
第
二
号
、
一
九
八
九
年
）
、
清
水
宥
聖
「
興
教
大
師
覚
鑁
の
講
式―

そ
の
方
法
と
東
寺
宝
菩
提
院
本
の
紹
介
」
（
興
教
大
師
研
究
論
集
編
集
委
員
会
編
『
興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
）
、
赤
塚
祐
道
「
覚
鑁
の
『
舎
利
供
養
式
』

を
め
ぐ
っ
て
」
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
一
巻
一
号
、
二
〇
一
二
年
）
、
郭
佳
寧
「
覚
鑁
撰
「
多
聞
天
講
式
」
考―

講
式
を
め
ぐ
る
思
想
・
信
仰
・
伝
承
の
生
成
」
（『
日

本
宗
教
文
化
史
研
究
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
八
年
）
が
近
年
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
赤
塚
祐
道
「
中
世
に
お
け
る
舎
利
信
仰
の
一
考
察―

『
秘
密
舎
利
式
』
と
『
道
場
観

大
師
法
最
秘

』
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
密
教
学
研
究
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
文
観
作
『
秘
密
舎
利
式
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
神
々
の
講
式
に
関
し
て
は
、
神
道
史

研
究
か
ら
小
島
鉦
作
「
稲
荷
明
神
講
式
と
荷
田
講
式
」
（『
朱
』
第
二
八
号
、
一
九
八
四
年
）
、
岡
田
莊
司
「
『
荷
田
講
式
』
に
み
る
中
世
神
祇
の
諸
相
」
（『
朱
』
第
四
〇
号
、

一
九
九
七
年
）
、
平
泉
洸
「
白
山
講
式
に
つ
い
て
」
（『
皇
學
館
論
叢
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
り
、
文
学
研
究
か
ら
川
口
久
雄
「
白
山
権
現
講
式
と
白
山

曼
荼
羅
」
（『
山
岳
ま
ん
だ
ら
の
世
界
』〈
日
本
列
島
の
原
風
景
１
〉
名
著
出
版
、
一
九
八
七
年
、
初
出
は
『
日
本
海
域
研
究
報
告
』
第
四
号
、
一
九
七
二
年
）
、
金
子
良
子
「
『
丑

日
講
式
』
に
み
る
本
地
垂
迹
と
管
弦
歌
詠
」
（
法
政
大
学
『
大
学
院
紀
要
』
七
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
、
松
山
由
布
子
「
津
島
神
社
所
蔵
『
牛
頭
天
王
講
式
』
と
奥
三
河
伝
来

『
牛
頭
天
王
五
段
式
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
（『
愛
知
県
史
研
究
』
二
一
号
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。
ま
た
仏
教
史
研
究
か
ら
は
有
働
智
奘
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
神
祇
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祭
祀
の
一
考
察―

薬
師
寺
蔵
『
八
幡
講
式
』
の
検
討
」
（『
南
都
仏
教
』
八
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）
が
出
て
い
る
。
思
想
史
研
究
と
し
て
は
、
舩
田
淳
一
「
貞
慶
『
春
日
権
現

講
式
』
の
儀
礼
世
界―

春
日
社
・
興
福
寺
に
お
け
る
中
世
神
話
の
生
成
」
（『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
第
三
章
、
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
『
日
本
文
学
』
六
一
二
号
、

二
〇
〇
四
年
）
が
成
果
で
あ
る
。 

⑹
舩
田
淳
一
「
頼
助
『
八
幡
講
秘
式
』
と
異
国
襲
来―

鶴
岡
八
幡
の
調
伏
儀
礼
と
中
世
神
道
説
」
（
前
掲
『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
第
九
章
、
初
出
は
『
仏
教
文
学
』
二
一
号
、

二
〇
〇
七
年
）
。 

⑺
祭
文
に
つ
い
て
は
、
五
来
重
「
解
説
」
（
同
編
『
民
間
芸
能
』〈
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
八
集
〉
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
岩
田
勝
『
中
国
地
方
神
楽
祭
文
集
』
（
三

弥
井
書
店
、
一
九
八
九
年
）
、
斎
藤
英
喜
「
総
説 

祭
文
」
（
井
上
隆
弘
共
編
『
神
楽
と
祭
文
の
中
世
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。 

⑻
岩
田
勝
『
神
楽
源
流
考
』
（
名
著
出
版
、
一
九
八
六
年
）
、
山
本
ひ
ろ
子
「
大
神
楽
「
浄
土
入
り
」―

奥
三
河
の
霜
月
神
楽
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
変
成
譜
』
春
秋
社
、
一
九
九
四

年
）
、
斎
藤
英
喜
『
い
ざ
な
ぎ
流 
祭
文
と
儀
礼
』
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
二
年
）
、
星
優
也
「
『
妙
覚
心
地
祭
文
』
と
中
世
神
道
説―

神
宮
文
庫
蔵
「
神
祇
方
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
、
同
「
天
の
祭
り
論―

奥
三
河
花
祭
の
〈
秘
儀
〉
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
』
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）
。 

⑼
星
優
也
「
神
祇
講
式
を
招
し
祈
ら
ん―

藺
牟
田
神
舞
「
忉
利
の
法
者
、
忉
利
の
小
神
子
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（前
掲
注
⑺
『
神
楽
と
祭
文
の
中
世
』
第
五
章
）
、
同
「
『
神
祇
講
式
』

と
神
楽
・
祭
文
」
（『
仏
教
文
学
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
。 

⑽
し
た
が
っ
て
近
代
文
献
学
的
に
は
偽
書
だ
が
、
弘
法
大
師
の
権
威
化
の
み
な
ら
ず
、
弘
法
大
師
か
ら
直
伝
さ
れ
た
書
と
い
う
宗
教
的
意
味
が
あ
り
、
歴
史
的
・
宗
教
的
・
文

化
的
意
義
は
無
視
で
き
な
い
。
空
海
に
関
連
し
て
は
、
松
本
郁
代
「
中
世
真
言
密
教
界
と
「
空
海
」
」
（『
中
世
王
権
と
即
位
灌
頂
』
終
章
、
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、

実
在
の
空
海
と
は
別
に
、
中
世
で
始
祖
と
し
て
複
数
の
空
海
が
活
躍
し
た
と
す
る
。
伊
藤
聡
「
空
海
と
中
世
神
道―

両
部
神
道
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
」
（『
神
道
の
中
世
』

〈
中
公
選
書
〉
中
央
公
論
社
、
二
〇
二
〇
年
）
は
、
中
世
神
道
説
に
お
け
る
空
海
に
つ
い
て
の
具
体
像
を
論
じ
る
。
ち
な
み
に
筆
者
も
、
空
海
仮
託
『
妙
覚
心
地
祭
文
』
に

つ
い
て
、
「
『
妙
覚
心
地
祭
文
』
の
宗
教
世
界―

冥
道
・
陰
陽
師
・
弘
法
大
師
」
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
四
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
で
考
察
し
た
。 

⑾
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
〔
二
二
一
〕
神
祇
講
秘
式
（
一
段
）
」
（
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、file:///C

:/U
sers/O

w
ner/A

ppD
ata/Local/ Tem

p/Tem
p1_koshiki_ 

 
archived20190922.zip/koshiki_archived/kdb/221/k221.htm

）
。
現
在
オ
フ
ラ
イ
ン
版
の
閲
覧
が
可
能
。 

⑿
前
掲
注
⑵
岡
田
論
文
五
八
頁
注
⑼
を
参
照
。 

⒀
『
三
輪
流 

一
神
道
諸
大
事
十
ケ
□
□
』
（
た‐

四
四
七
）
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
ま
で
遡
る
伝
授
が
あ
り
、
神
道
諸
大
事
を
は
じ
め
「
神
道
五
部
書
」
な
ど
伊
勢
神

道
関
係
の
文
献
を
多
く
伝
え
る
。 
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⒁
星
優
也
「
神
祇
講
式
「
神
冥
」
考
」
（『
日
本
文
学
』
六
七‐

六
、
二
〇
一
八
年
）
。 

⒂
『
談
山
権
現
講
式
』
に
つ
い
て
は
、
黒
田
智
「
『
談
山
権
現
講
私
記
』
の
歴
史
的
意
義
」
（『
中
世
肖
像
の
文
化
史
』
第
Ⅳ
章
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
）
、
吉
川
聡
・
児

島
大
輔
・
谷
本
啓
「
明
日
香
村
八
釣
の
明
神
講
関
係
資
料
調
査 

３
談
山
権
現
講
私
記
」
（『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
一
年
、
担
当
谷
本
啓
）
を
参
照
。 

⒃
中
世
神
道
書
と
啓
示
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
川
豊
生
「
儀
礼
空
間
の
な
か
の
書
物―

〈
啓
示
の
テ
キ
ス
ト
〉
と
仮
託
の
構
造
」
（『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
第

Ⅴ
部
第
三
章
、
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
は
『
説
話
・
伝
承
学
』
第
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
講
式
の
問
題
に
関
連
し
て
、
舩
田
淳
一
「
『
春
日
権
現
験
記
絵
』

の
貞
慶
・
明
恵
説
話
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム―

憑
依
・
託
宣
説
話
か
ら
講
式
儀
礼
へ―

」
（
前
掲
『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
第
二
章
）
が
あ
る
。 

⒄
倉
昭
順
「
『
正
月
祝
坐
中
之
法
式
』―

三
段
式―

」
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
『
教
化
研
究
』
第
四
号
、
一
九
九
三
年
）
。
ま
た
三
段
式
に
つ
い
て
は
、
西
城
宗
隆
「
講
式
に
つ
い

て―

教
化
儀
礼
と
し
て
の
展
開
」
（『
法
然
上
人
八
百
年
大
遠
忌
記
念
論
文
集 

現
代
社
会
と
法
然
浄
土
教
』
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
も
詳
述
さ
れ
る
。
近
世

期
に
は
増
上
寺
関
連
の
寺
院
に
お
い
て
、
正
月
儀
礼
と
し
て
各
地
域
で
「
三
段
式
」
が
修
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

⒅
伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭―

太
平
記
に
お
け
る
卜
部
兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
文
学
』
第
四
〇
巻
一
〇
号
、
一
九
七
二
年
）
。 
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〔
付
記
〕 

本
論
文
は
科
学
研
究
費
「
神
楽
の
中
世
的
展
開
と
そ
の
変
容
」
（
基
礎
研
究
（
Ｃ
）
研
究
代
表
者 

斎
藤
英
喜
）
の
成
果
で
あ
る
。 


